
地域おこし協力隊活動報告
２０２４．１１月

ちぇっと移住体験住宅

・10月16日～23日 移住体験者 貸出

研修・会議

・10月24日 谷地高校打合(県外留学について)
・10月26日 やまがた暮らし相談山盛りＤＡＹ（東京移住交流ガーデン）
・10月30日 やまがた共創塾（県産業技術短大）
・11月12日 地域おこし協力隊 現任者研修（山形市クリエイティブシティ）
・11月13日 酒田市、遊佐町お試し住宅見学（酒田市、遊佐町）
・11月14日 やまがた共創塾（置賜伝国の杜）

１．10月26日やまがた暮らし相談山盛りＤＡＹ

大江町、河北町、天童市、白鷹町、川西町、小国町と６市町の小さなイ
ベントでしたが河北町ブースの相談組数は、12組と以外にも多くの方に
来ていただきました。全体では18組の来場者があってその内8組は、全
く山形県に関わりのない方という結果でした。移住熱の高まりは強いよ
うに思われました

２．やまがた共創塾 （10月30日、11月14日）

このイベントは山形大学が主催してリカレント教育を推進する目的で行
われているものです。10月30日には、山形大学学長が自らリカレント教
育の必要性について講演されました。11月14日の講演者は、日本地下
水開発㈱の桂木社長、自ら秋田大学に通学して工学博士を取得した経
験を講演された他、この会社が、脱CO2排出、SGD’sにも貢献されてい
る世界的な中小企業でアジア版のTIMES誌の11月号で紹介されたそう
です。このような立派な企業が、山形にあることにちょっとびっくりしたと
共にこのような企業を利用して地域おこしをすることも面白いと思ってい
ます。

３．酒田市、遊佐町お試し住宅見学（酒田市、遊佐町）

河北町の体験住宅と他市町のものとどう違ってどのような形で利用
されているかを調べる目的でお試し住宅を見学に行ってきました。あま
りの綺麗さと現代風な内装に驚きました。酒田市の場合は、戦略的にお
試し住宅をPRするシステムを作っており、その後移住に至る前の住宅ま
でしっかりフォローアップし、又就職まで支援するという連携がしっかり
出来ているものでした。遊佐町の場合は、駅前の古い住宅を良品計画
に、設計施工、宣伝まで含めて依頼しており、若い人たちが住める住宅
になっていました。
いずれにしても相当な人と金額をかけており、この点は、酒田市、遊

佐町の熱意を感じました。


